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町
立
保
育
所

平
成
八
年
度
の
町
立
保
育
所
入

所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

。

山
畳
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

ω
畳
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

て
働
い
て
い
る

。

ω
妊
娠
中
か
出
産
後
、
聞
が
な
い
。

刷
病
気
又
は
心
身
に
障
害
を
有
す

ヲ
h
v。

間
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し

て
い
る
。

附
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
七
年
十
月
二
日
か
ら
十

一

月
三
十
日
ま

で
。

(
出
産
等
の
理
由
で
途
中
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
期
間
内
に

申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場

合
に
限
り
、
早
朝
・
居
残
り
保
育
を

い
た
し
ま
す
。
(
土
曜
日
は
正
午
ま

で
で
す
。
)

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ

り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。

宮
六
四
ー

二
O
O

一
間

(
内
線
二
五
三
)

町立保育所

施設名 {疋貝口 電話

双葉保育所 150名 64-2233 

南吉井保育所 90名 64-2235 

南吉井第二保育所 90名 64-3122 

持志保育所 90名 64-3003 

上林保育所 ~ 64-6111 

保育所・幼稚園位置図

町
立
幼
稚
園

臨
時
鵬
曾
疋
よ
0

清
掃
セ
ン
タ
ー

建
設

工
事
請
負
契
約
締
結

第
七
十
八
回
重
信
町
議
会
臨
時

全
が
七
月
二
十
一
日
に
開
会
さ
れ
、

工
事
請
負
契
約
議
案
一
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た

。

今
回
議
決
に
な
っ
た
契
約
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す

。

O

工
事
請
負
契
約

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
、

七
億
六
千
二
百

二
十
万
円
で
株
式

会
社
川
崎
技
研
と
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た

。

場
所
は
現
在
の
焼
却
場
に
隣
接

し
、

工
期
は
、
平
成
九
年

三
月
十

日
ま
で
で
す

。

|秋の全国交通安全運動I
9月21日-30日

しめよう唱力チツ且とベルト

守ろう明キチヅ也とルール

・高齢者の交通事故防止
・シートベルトの着用の徹底



中
央
レ
ヂ
勾1
ス
学
級

新
学
級
生
に
な
っ
て

友
人
か
ら
誘
わ
れ
教
育
委
員
全

発
行
の
生
涯
学
習
講
座
案
内
を
見

て
本
年
度
か
ら
学
級
生
に
な
っ
た
。

七
月
十
八
日
閃
第

三
回
講
座

「
体
力
チ
ェ
ッ
ク
と
健
康
体
操
」

が
あ
っ
た

。

体
力
の
低
下
と
敏
捷
性
が
衰
え

て
い
る
こ
と
に
シ
ョ

ッ

ク
。

特
に

踏
台
昇
降
は

、

き
っ
か

っ
た
。

長

3 

どのくらい曲がるかしら?

い
長
い
三
分
間
だ
っ
た
。
参
っ
た
。

し
か
し
感
心
し
た
の
は
高
齢
者

の
方
が
は
つ
ら
つ
と
し
て
挑
戦
し

て
い
た
こ
と
だ
。
よ
ー
し
私
も
頑

張
ろ
う
/

こ
こ
で
過
去
の
講
座
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う

。

O

第
一
回

「

成
人
病
と
食
生
活
」

専
門
的
な
内
容
を
分
か
り
易
く

具
体
的
に
話
し
て
く
れ
る
。
納
得
。

O

第
二
回

「

新
ら
く
れ
ん
工
場
見

山
一
子
」

口
に
入
れ
る
製
品
の
製
造
だ
け

に
衛
生
と
品
質
管
理
が
徹
底
し
て

い
て
安
心
。
そ
れ
に
機
械
化
が
進
み

工
場
内
に
ほ
と
ん
ど

人
が
い
な
い
。

こ
の
傾
向
は
、
ど
の
会
社
も
同
じ

だ
ろ
う
。
将
来
の
就
職
難
が
不
安
。

あ
と
残
っ

て
い
る
講
座
は
五
つ

。

生
涯
学
習
な
ら
ぬ
生
涯
⑧
習
で
全

講
座
を
受
講
し
よ
う

。

女

性

塾

「
町
づ
く
り
講
座
」
に

参
加
し
て

七
月
二
十
日
、
折
か
ら
の
暑
さ

の
中
、
「
町
づ
く
り
講
座
」

に
参
加

す
る
た
め
、
町
民
会
館

へ
足
を
急

が
せ
ま
し
た

。

「
講
座
」
で
は
、
ま
ず
町
教
育
委

員
会
が
制
作
し
た
「
私
達
の
重
信

町
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
ま

し
た

。
農
業
用
水
の
開
発
と
圃
場

整
備
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
、
美
し
い
風
景
と
と
も
に
流

れ
る
簡
潔
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

非
常
に
分
か
り
ゃ
す
い
と
思
い
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
め

ば
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

続
い
て
重
信
町
文
化
協
会
全
長

森
正
史
先
生
の
「
重
信
町
の
生
い

立
ち
と
、
文

化
財
・
先
人
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
文

化
年
間
も
濯
概
水
が
不
足
し
て
村

民
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
、
庄
屋

や
組
頭
、
代
官
ら
が
苦
労
し
て
掘

貫
水
門
や
池
を
竣
工
し
た
、
と
い

う
お
話
で
し
た
。

先
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伺
い
、

昨
年
の
水
不
足
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
い
や

と
い
う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
ま
し
た

。

現
在
で
は
、
水
道
の
蛇
口
を
捻

る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
出
て
く

る
水
、
そ
の

『

水
の
文
化
と
法
則
』

に

つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
で
、
水
の

音
が

《先
人
の
叫
び
》
に
も
聞
こ

え
、
今
ま
で
よ
り

一
層
、
一
滴
の

水
も
無
駄
に
で
き
な
い
と
思
い
ま

し
た

。

女
性
塾
生

Y
-
N
 

婦

A 
3ミ

人

伊
方
町
で

指
導
者
研
修
会
開
催

毎
年
、
県
内
の
婦
人
会
活
動
の

先
進
地
へ
赴
き
研
修
す
る
標
記
研

修
会
を
本
年
度
は
、
七
月
二
十
二

日
出
伊
方
町
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
議
員
選
挙
前
日
で

何
か
と
お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
伊
方
町
婦
人
会
の
役
員
、
教

育
委
員
会
の
方
、
合
わ
せ
て
十
五

名
の
方
々
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

伊
方
町
は
、
県
下
で
唯
一
全
員

が
増
え
て
い
る
婦
人
全
な
の
で
大

き
な
期
待
を
持
っ

て
行
き
ま
し
た

。

お
話
を
お
伺
い
し
て
い
て
何
と

い
っ

て
も
大
切
な
こ
と
は
、
時
代

や
地
域
に
合
っ
た
活
動
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
役
員

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し

宇
品
?
し
れ
~
。

私
た
ち
重
信
町
婦
人
会
も
今
年

は
、
。
女
性
で
出
来
る
生
活
環
境
の

改
善
。
を
テ
ー
マ
に
、
「
ボ
カ
シ
作

り

・

廃
油
か
ら
の
石
鹸
作
り
・
牛

乳
パ
ッ
ク
か
ら
紙
漉
き
、
及
び
椅

子
作
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
私
た
ち
婦
人
会
の

取
り
組
み
に
ご
賛
同
下
さ
る
方
々

の
婦
人
会
へ
の
入
全
を
切
望
し
て

い
ま
す
。
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

(
重
信
町
婦
人
会
長
藤
岡
備
子
)

女

性

主』
ヨミ

議

j

独
居
・
寝
た
き
り
老
人

慰
問
訪
問
j

重
信
町
女
性
会
議
(
町
内
女
性

十
三
団
体
加
盟
)
で
は
、
左
記
の
要

領
で
標
記
慰
問
訪
問
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

戸
」

実
施
日
九
月
十
四
日

嗣
午
後

該
当
者
独

居
老
人
川

七
十
五
歳

以
上

寝
た
き
り
老
人

H

六
十

五
歳
以
上

(
女
性
会
議
議
長

増
田
康
子
)
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交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件

な
ど
第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受
け

た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則

と
し
て
、
加

害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
そ
の
弁
償
が
不
十

分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る

場
合
に
は
、
国
保
で
治
療
が
受
け

ら

れ
ま
す

。

こ
の
場
合
、
次
の
条

件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す

。

O
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は

使
え
ま
せ
ん
。

O
国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る

と
き
は
「
第
三
者
仔
為
に
よ
る

傷
病
居
」
を
提
出
し
て
下
さ
い

。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入

者
の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら

加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
が
使

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
下
さ
い

。

(
届
出
用
紙
は
役
場
町
民
課

に
あ

り
ま
す
)

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

う
と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の

内
容
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り

、

た
と
え
ば
、
示
談

章
一
回
に
医
療
費
は

国
保
を
使
っ
て
す
ま
せ
る
と
い
う

よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
と
、
示

談
の
成
立
後
は
、
加
害
者
に
請
求

で
き
な
く
な
り
、
被
害
者
本
人
が

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
結
ぶ

前
に
、
必
ず

役
場
町
民
課

国
保
係

へ
届
け
出
て
下
さ
い

。

※

老
人
医
療
受
給
者
に
つ
い
て
も

同
棟
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

3

つ
の
注
意
点

①
警

察
に
届
け
て
、
交
通
事

故
証
明
書
を
も
ら
う

。

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
場

合
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」

を
町
民
課
へ
提
出
す

ヲ
h
v
o

③
示
談

は
、
必
ず
国
保
係
に

相
談
し
て
か
ら

。

海
外
在
住
の
方
も

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

国
内
で
の
最
終
住
所
地
の
市
町

村
に
親
族
の
方
が
住
ん
で
い
な
い

場
合
は
、
社
団
法
人
日
本
国
民
年

金
協
会
(
以
下
、
「

協
会
」
と
い
う
)

を
協
力
者
と
し
て
依
頼
し
ま
す

。

協
力
者
と
し
て
依
頼
を
受
け
た

協
会
は
、
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
(
申
出
)書
と
保
険
料
を

預
か
っ
て
、
協
会
の
住
所
地
を
管

轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
に
依
頼

人
の
加
入
届
書
と
保
険
料
の
納
付

を
代
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役

場
町
民
課
の
国
民
年
金
係
で
お
尋

ね
下
さ
い
。

海
外
に
在
住
す
る
日
本
人
も

二

十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
で
あ
れ
ば

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
す
れ
ば
、
万

一
の
場

合
に
障
害
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら

れ
る
等
、
と
て
も
安
心
で
す

。

加
入
手
続
き
と
保
険
料
を
納
め

図

る
た
め
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

れ

協
力
者
に
依
頼
し
て
い
た
だ
く
こ

仰

と
に
な
り
ま
す
。

h
m

・
親
族
に
依
頼
す
る
場
合
引

国
内
で
の
最
終
住
所

地
の
市
町

付

村
に
親
族
の
方
が
住
ん
で
い
る
場

棚

合
は
、
そ
の
親
族
の
方
に
協
力
者

院

に
な

っ
て
も
ら

っ
て

、

国
民
年
金

保

の
加
入
手
続
き
を
そ
の
市
町
村
役

初

場
の
国
民
年
金
係
で
し
て
も
ら
う

誌

と
同
時
に
、
保
険
料
も
本
人
に
代

科

わ

っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

入日き

な
り
ま
す
。

ヵ
続

-
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会和
問一

語ヰ
置

に
依
頼
す
る
場
合

ゆ
叫
駅一 t
f
l

資傍取得 tl' 出

手続の代行

年金手帳

送付

資格取得申出

手続の依頼

年金手帳

送付

読
書
感
想
文
募
集
に
つ
い
て

応
募
資
格

町
内
在
住

の
小
・
中

・

高
校
生
及
び
一
般

応
募
用
紙
等

四
O
O
字
詰
原
稿

用
紙
五
枚
以
内
、
一
人

一
点
と

す
る

提
出
期
限

平
成
七
年
十
月
二
十

日
働
ま
で

提
出
先

重
信
町
立
図
書
館

(
小・
中
学
生
は
学
校
で
ま
と
め

て
提
出
す
る
。
)

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

賞
小
学
生
の
部

入
選
八
点
、
佳
作
十
点

中

学
生
の
部

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

高
校
生
の
部

J

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

一
般
の
部

入
選
二
点
、
佳
作
若
干
名

審
査
は
選
考
委
員
が
行
い
、
入

選
作
品
は
重
信

町
文
化
祭
で
発
表

し
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す

。

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で

。

宮
六
四
l

三
四

一
四

図
書
寄
贈
の
お
払
(
七
月
分
〉

〈
町
内
V
O
吉
本
喜
由
さ
ん

O

井
上

修
さ
ん
O

山
崎
公
さ
ん

O

渡
部
正

寿
さ
ん
O

岩
本
琴
美
さ
ん
O

山
内

悦
子
さ
ん
O

稲
荷
善
一
さ
ん
O

相

原
一
さ
ん
・
:

以
上
の
方
々
か

ら

図

書
を
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た

。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



-
室

山mx相特税

「

パ
l

ト
収
入
が
い

く
ら
ま
で

な
ら
税
金
が
か
か
ら
な
い
の
?
」

「
青
色
申
告
の
メ
リ

ッ

ト
は
?
」

「

親
か
ら
住
宅
資
金
を
援
助
し
て

も
ら
っ
た
ん
だ
が

」

等
々
、
税
金

に
関
し
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い

点
は
あ
り

ま
せ
ん
か

。

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
を
ご
紹
介
し
ま
す

。

【
税
務
相
談
室
】

一
税
務
相
談
室
を
ご
利
用
下

さ
い

税
務
相
談
室
は
、
税
金
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
窓
口
で
、
国
税
局
、
国
税

事

務
所
を
は
じ
め
、
全
国
の
主
要
都

市
の
税
務
署
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

お
近
く
の
税
務
相
談
室
を
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い

。

ニ
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す

税
務
相
談
室
で
の
相
談
方
法
に

は
、
面
接
相
談
と
電
話
相
談
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
が
、
電
話
相
談

は
手
軽
な
の
で
、
忙
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
大
変
便
利
で
す
。
(
岱
四

六
|

四
五
八
九
)

三
税
務
相
談
室
の
上
手
な
利

用
方
法

付
相
談
内
容
を
整
理
し
て

相
談
し
た
い
こ
と
を
あ

ら
か
じ

め
整
理
し
て
お
い
て
、
相
談
漏
れ

の
な
い
よ
う
に
。

口
事
実
関
係
の
説
明
は
正
確
に

相
談
内
容
の

事
実
関
係
が
実
態

と
違
っ

て
い
る
と
、
全
く
別
な
答

え
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。
事

実
関
係
の
説
明
は
正
し

く

。

日
複
雑
な
相
談
は
面
接
で

簡
単
な
相
談
は
な
る
べ
く
電
話

で
。

ま
た
、
取
引
内
容
や
事
実
関

係
の
複
雑
な
問
題
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
税
務
相
談
室

へ
直
接
行

っ
た
方
か
安
心
で
す

。

四
ピ
ー
ク

の
時
間
帯
を
避
け
て

税
務
相
談
室
の
ご
利
用
は
、
午

前
十
時
か
ら

十

一
時
と
午
後
二
時

か
ら
三
時
の
間
が
ピ
ー
ク

。

こ
の

時
間
帯
を
避
け
て
、
ス
ム
ー
ズ
に

相
談
を

。

回
確
定
申
告
期
の
相
談
は
お
早
め

毎
年
二
月
、

三
月
は
通
常
の
月

の
数
倍
の
相
談
件
数
が
あ
り
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
こ

の
時
期
を
避
け
て
、
相
談
は
お
早

め
に

。

【
日
本
税
務
協
会
】

問
日
本
税
務
協
会
は
、
国
の
委

託
を
受
け
て
、
税
理
士
で
あ
る
指

導
員
が
小
企
業
者
の
記
帳
指
導
、

税
知
識
の
普
及
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す

。

相
談
は
無
料
で
す

。

お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い

。

松
山
支
所
(
岱
三
三
l

二
八

一
ムハ
)

【
税
金
電
話
相
談

(
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
)】

グ
電
話
で
の
税
金
の

相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
お
答
え
し
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー

は
、
電
話

で
の
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
自
動
的
に
回
答
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
身
近
な
税
金
の
問
題
な

ど
現
在
の
収
録
項
目
は
約
六
百

。

解
説
の
テ
ー
マ
と
そ
の
コ
ー

ド
番
号
は

「

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

|
コ

ー

ド
表
」
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す

。

コ
ー
ド

表
は
、

電
話
帳
に
載
っ
て
い
ま
す
が

、

お
分
か
り
に
な

ら
な

い
場
合

は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課
の

窓
口
で
お

尋
ね
下
さ
い
。

タ

ッ
ク

ス
ア
ン
サ

ー

の
ご
利
用

方
法
は
、
大
変
簡
単
で
す

。

お
聞

き
に
な
り
た
い

コ
l

ド
番
号
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
電
話
で
あ
な
た
の

お
近
く
の
タ

ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
を

呼
び
出
し
て
下
さ
い

。

後
は
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
が
ご
案
内
し
ま
す

。

ご
利
用
の
多
い
コ
ー

ド
番
号
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
試
し
下
さ
い

。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

|

電
話
番
号

(宮
二
一
l

七
七
九
九
)

時H! コード 区分 コ 名

1 11800 所得税 ノ fート収入はいくらまで税金がかからないか

2 11120 所得税 医療費と所得控除

3 11190 所得税 妻の所得がいくらまでなら配偶者控除が受けられるか

4 11239 所得税 住宅取得等特別控除を受けるための手続

511213 所得税 マイホームを新築または購入したと き

6 11122 所得税 医療費控除の対象となる医療費

7 12514 i原 泉 ノ fート やアルバイ ト の源泉徴収

8 14502 贈与税 父母などか ら住宅取得資金の贈与を受けたときの特例

9 11195 所得税 配偶者の所得に応じて更に受け ら れ る特典

10 1900 所得税 サラリーマンで確定申告が必要な人

ご利用件数の多いコード番号

9月の納税

国民健康保険税第3期

納税期限 10月 2 日 (月)

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た

。

伊
藤
正
夫
さ
ん
(
志
津

川
)

辻
田
耕
三
さ
ん
(
牛
淵
)

橋
本
静
子
さ
ん
(
横
河
原
)

高
市
勝
弘
さ
ん
(
上
村
)

遠
富
磯
野
さ
ん
(
田
窪

)

森
貞
信
さ
ん
(
上
林
)

別
府
頼
雄
さ
ん
(
北
野
田
)

な
お
、
八
月
号
篤
志
寄
附
に
掲
載

さ
れ
た
、
管
野
重

一春
さ
ん
(上
林
)
は

、

菅
肝
重
春
さ
ん
(
上
林
)
の
誤
り
で
し

た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
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問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
六
四
l

四

一
七
O

ま
た
は

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
三
一
一
・
コ
二
二

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で
気
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ

っ
て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ
う
症
」
に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
き
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時間 準備物 内 合円、， 全日当

9 月 6 日 (ボ 北野田公民館 1.骨粗しょう症についての理解

エフ。 ロン ①原因、症状、治療と予防

10月 4 自 体) 牛洲団地第2集会所 タツノfー
②運動のすすめ

午前10時~ タオル
2. カルシウム強化のため

栄養士
11 月 9 日 (木) 樋口公民館 の作戦

12時30分 筆記用具
①カルシ ウムの多く含ま

保健婦

平成8年 2 月 7 日 (水) 八反 地 公民館 運動のできる
れている食品・調理法

服装 ②カルシウム強化献立
3 月 6 日 (ボ 上村公民館 (調理と試食)

前立腺がんってどんな病気?

・男性特有の病気で、近年増加傾向です0

・ 初期の頃はほとんど症状がな く、進行してくる

と排尿困難・頻原などの症状がでてきます。

・ 初期であれば治療により完治し、集団検診によ

る早期発見が可能です。

・検 診 日

平成7年10月 11 日 (7]<)

・検診場所 町民会館

・検診内容

問診・血液検査 ・ 直腸診

・料 金 200円

・対 象 55才以上の男性

・申し込み方法

保健婦まで直接電話で申し込んで下さい 。

対
象

病
気
等
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方

時
間

午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

九
月
四
日
間
・

二
十
二
日
働

十
月
二
日
間
・

二
十
日
働

日料場
程金所

9月は福祉月間

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別
健
康

同
口
次
災

ふ
必qE
-
-
=ロ

時
間

場
所

料
金

日
程

※ 

必要
要子
孟 約十九無役午
竺 ・ 月月料場後
ぶ 事二 四 保 二
中前日日 健時
白の(月)伺) 婦 i

室四
十ト 時

七 ・1 六八
o 子日日
)手(月)伺)

愛
媛
大
学
医
学
部
市
民
健
康

講
座
は
、
一
般
社
会
人
の
健
康

に
関
す
る
意
識
の
向
上
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
地
域
の
人
々
の

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
年
一
回
開
催
し
て

い
ま
す

。

対
象一

般
社
会
人
約
二
百
七
十
名

目
時平

成
七
年
九
月
二
十
三
日
出

午
後
二
時
i

四
時

場
所愛

媛
大
学
医
学
部

臨
床
第
一
講
義
室

テ
ー
マ

目
と
皮
膚
の
健
康

講
師
及
び
内
容

「

ア
ト
ピ
|

性
皮
膚
と
か
ぶ

れ
」

皮
膚
科
学
教
授
橋
本
公
二

「
眼
の
か
わ
き
ー

ド
ラ
イ
ア

J
q
」

眼
科
学
教
授

受
講
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部

総
務
課
庶
務
係

宮
六
回
l

五
一
一
一
間

大
橋
裕



健
康
づ
く
り
ス
ク
ー

ル
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

対
象

重
信
町
在
住
の
方

料
金

無
料

場
所

町
民
会
館

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
お
誘

回 日 時 内 容 講 師

10月 18 日嗣 講義 ・ 実技 綜合リハビリテーション

13 : 30- 「これだけは貰えたい/ 理学療法士
15 : 00 家庭でできる簡単ストレッチング」 高橋 誠

10月 25 日 (水) 講義 ・ 実技 スポー ツクラフ. トゥモ ロ ー

2 13 : 30- 「中高年のエアロビクス」 健康運動指導士
15 : 00 (だれにでもできるエアロです) 浅海久美

11 月 8 日 ~.Ic) 講義 ・ 実技
生命の貯蓄体操

3 13 : 30-
「気功を学ぶ・命の貯蓄体操」

普及会教師五段
15 : 00 久保好子

11 月 13 日 (月) 講義 松山赤十字病院

4 13 : 30- 「中高年の目の病気 第1眼科部長
15 : 00 予防と対策について」 大島禎二

ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
及
び
予

防
接
種
手
帳
を
よ
く
読
ま
れ
、
ご

理
解
の
上
お
越
し
下
さ
い

。

実
施
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

場
所

町
民
会
館

持
参
晶

母
子
手
帳
・

予
防
接
種

手
帳
・
印
鑑

(
四
才
以
上
の
予
防
接
種
子
帳
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
会
場
内

に
予
診
票
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
)

注
意
事
項

①
重
信
町
に
住
民
票
の
な
い
方
、

母
子
手
帳
の
提
示
の
な
い
方
は
、

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

②
体
温
は
、
当
日
、

定
し
記
入
し
ま
す

。

※
四
才
未
満
の
方
に
は
、
予
防
接

種
手
帳

・

予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
、
四
才
以
上
未
就
学
の
方
に

は
、
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ

ッ

ク
を

発
行
し
て
い
ま
す

。

お
持
ち
で
な

い
方
は
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
の

上
、
役
場
保
健
婦
室
ま
で
お
越
し

下
さ
い
。

会
場
内
で
測

病 別名刈、児マヒゲ といい、ポリオウィルス
気 に感染すると 100人中 5-6人はかぜの様な

つ 症状、発熱、頭痛、幅吐があらわれ、まれ
L 、

て に運動マヒがおこります。

護品予防 経口服用します。 弱毒化された安全なワク

チ ンですがまれに麻療をおこすことがあり

ます。 (100万人に1人程度)

反応

対 1 回目 : H7年2 月，..._.H7年6月生まれの児

象
2回目 : H6年7月 ，..._.H7年 1 月生まれの児

及び90ヵ月未満の未接種児

者

日 10月 17 日 伏)

時 午後2時，..._.2時30分(時間厳守)

備 下痢・幅吐をしているとできません

考 毎年5月と 10月に実施

今
年
度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
を
次
の
と
お
り
追
加

い
た
し
ま
す
。

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦
(
敬
称
略
)

〔
田
窪
〕

O

高
須
賀
明
・

貞
子

〔
下
林
〕

O

高
橋
知
敏
・
吹
子

O

上
田
義
隆
・

東

九
月

二
十
七
日
か
ら

十
二
月

一
一
日
ま
で
の
毎
週
火
、
金
曜
日

に
松
山
市
堀
之
内
の
県
営
弓
道

場
で
。
午
前
(
十
i
十
二
時
)
、

午
後
(
六i
八
時
)
の
二
コ
l

ス
。

対
象
は
中
学
生
以
上
の
未
経
験

者
か
初
心
者
。
費
用
は
一
万
円
。

申
し
込
み
は
は
が
き
で
、
干
七

九
O

松
山
市
堀
之
内
愛
媛

県
営
弓
道
場
内
愛
媛
県
弓
道

連
盟
ま
で
(
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
性

別
、
午
前
・

午
後
を
明
記
)
。
十

四
日
必
着

。

問
い
合
わ
せ
先

包

囲
五
l

九
三
四

二
。



とらえよう 日本の鼓動を 数字から

10月唱目(日)は国勢調査の自で‘す
10月 1 日 、全国一斉に国勢調査が行われます。

国勢調査の結果は、福祉、雇用、住宅対策など、国や都道府

県・市区町村の行政に利用されます。

9月下旬から、調査員が皆様のお宅に伺いますので、ご協力を

お願いいたします。

調査票の記入内存は、法律により統計以外の目的に使用する

ことは固 く禁じられていますので、安心してご協力下さい。

包右民主あ
。国勢調査込お34弘幸町|

愛媛県の人口をあててね
愛媛県では、国勢調査への関心を高めてもらおうと、今

回調室での県総人口の予想数をはがきで募集しています。

応募資僚は県内丘住の小ザ一生以_I~. 。 官製はがきに予想人

rl 、住所、氏名、性})I卜職業(小中学生は学校乞と学年)、

年齢を両日入して JI~'募して |、さ~¥ 0 1 人 l枚 l解谷で 、 l人が2枚

以上応募した場合は、すべて無効になりますので注意して

下さ L 、 3

あて先

農林参観デー開催10月1日(日)・ 2日(月)

ところ

時問
、y

展示内容

.新しい花、珍しい花の紹介

・温室、は場、パイテク施設等の実証展示

.花き展

・趣味閣芸展

.フラワーデザイン展

.いけばな展

.押し花展

ノ、ーブ展

行事内容

・花の種プレゼント

・ポット苗プレゼント(毎日先着500 名)

・花と緑の相談コーナー

.フラワーオークション

・園芸ノ〈ザール

.フラワーデザイン教室

・園芸資材展
.ふるさと市コ ーナー及びバザー

・ どてかぼちゃ展

と こ ろ

時間

内容
緑化樹木の見本展示
庭園樹、花木、生垣樹、 BE熱，市ー植物展示館
交流広場
どてかぼちゃ重量あてクイズ、小動物とのふ
れあい広場、ネイチャーゲーム、樹木名あて

クイズ、坪庭の作り方の実演コーナーなど
繰化相談

緑化樹等の管理
協賛展
íUi;の展示と 即売、庭木 ・ 鉢物の展示即売、

園芸用品、林業後継者による木工品、重信町
婦人部による農産物の販売コーナーなど

愛媛県緑化センター fi64-5527
午前9時~午後4時 (2 日は午後3時まで)

4
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41tliご一二一二
款の沼フz;え号制
愛媛県，花き総合指導センターー君64よ5867
午前9時二三午後4時 (2 日。 は午後3時ま で)
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み
な
さ
ん
が
ご
み
を
出

す
時
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
の
ど

れ
で
出
せ
ば
い
い
の
か
迷

っ

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か

。

き
ち
ん
と
分
け
て
出
し

た
い
の
に
、
わ
か
ら
な
い
か

ら
、
つ
い
適
当
に
分
け
て
出

し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
回

は
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

詳
し
い
表
を
掲
載
し
ま
す

の
で
、
分
別
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

9 

- 水切りを十分に行う 。
・ 紙おむつは汚物を取り除いて出す。

- 新聞紙、雑誌、ダンボールは、しっかり

縛って出す。

- 決められた収集日、時間を守る。

ラ ッ プ類、アルミ箔、等
雑誌、ダンボール、紙ノf

料理くず、残飯、
紙くず、新聞紙、

ック、等
木切れ、草花、等
菓子の包み紙、紙おむつ、タバコの吸いが

ら、 ビニール袋、 古着、等

ず
一他の

木
そ

台所ゴミ

紙 ゴ ミ

- スプレー缶、カセット式ガスボンベは、

必ず穴をあけてから出す。
・ 害IJ れビン、 害IJれガラスなど危険なも のは、

紙に包むなどして出す。

- 空き缶にはタバコ の吸いがらなどを入れ

ないようにする。

- 電車など乾電池を使用しているも のは、

乾電池を抜いて出す。

・ビン ・ 缶の中身はf吏いきって出す。

- トレイ ・ 容器類は簡単に洗って出す。

・ 決められた収集日、時間を守る。

一升ビン、ビールビン、 ドリ ンク ビン、ガ

ラスピン、害IJれビン、害Ijれガラス、陶器、

鏡、蛍光灯、電球、等
ビール缶、ジュース缶、

ッ ト式ガスボン ベ、鍋、

ン、等

食品トレイ、洗剤容器、 ペッ トボトル、発

泡スチ ロ ール 、 カセ ッ トテープ、 ビデオテ

ープ、プラスチ ッ ク容器、卯バック、等

食器、バケツ、調味料容器、傘、時計、靴、

バッグ、おもちゃ、 ビニールホース、 弁当

ガラ、電卓、食器洗い用スポ ン ジ、使い捨

てカイロ、小型ラジオ、 ドライヤ一、アイ
ロ ン、カ ーテン、 等

ビン・ガラス

陶器 類

スフd レー缶、カセ

やかん、フライパ

缶
一類

き

属

空
一金

プラスチック類

他の~ 

- ス トーブは燃料を抜いてから出す。

- ガスコンロなど車E電池をイ夏用しているも

のは、車Z電池を抜いて出す。

・ トタン板等、長いものはなるべく 1m程度
にして、 しっかり草寺って出す。

- 決められた収集日、時間を守る。

タ ンス、机、椅子、カ ーペッ 卜、

下駄箱、等

テレビ、こたつ、ス ト ーブ、冷蔵庫、 j先濯

機、ステレオ、ビデオデッキ、扇風機、電

子レンジ、掃除機、ラジオカセ ッ ト 、 トー

スター、 エアコン、 パソ コ ン、等

自転車、三輪車、礼母車、おもちゃの乗用

車、等
布団、毛布、ふすま 、戸、陣子、 ゴザ、 ト

タン板、 ウレタ ンマヴ ト、カーテンレール、

ガスコンロ、 等

ソファ一、類

家電製品類

具
...... 
S旅

類

他

物

の

乗

そ

建築物の解体、工場、飲食店、電器店、商店、等の事業活動に伴って出るごみ

農薬、有機溶剤、バッテリ一、プロパンガスのボンベ、古タイヤ、自動二輪車、原動機
付自転車、農機具、消火器、ビニールハウスのシート、アゼシ ー ト、出し方を違反して
いるごみ、等

事業系ごみ

その他

。ごみを出すときのお願い
- 家電製品を買い替えるときは、できるだけ版売店に引き取ってもらいましょう。

・ごみの中には再利用できるものがた くさんあ ります。 ごみとして出す前にもう一度見直しましょう 。
・ ごみ集積所は、利用する方が責任をもって管理することを定めています。ごみ集積所が 、ごみ捨て場。

とならないよう常に清潔に心がけましょう 。

- 出そうとするごみがどの分類になるかわからないときは、役場福祉課までお問い合わせ下さい。
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南
北
朝
時
代
の
山
城
と

麓
の
集
落

城
跡
の
写
真
を
撮
り
た
い
と
麓

を
訪
れ
た
の
は
、
七
月
下
旬
の
こ

と
で
あ
っ
た

。

横
河
原
橋
か
ら
重

信
川
沿
い
に
、
県
道
寺
尾
重
信
線

を
五
回
ほ
ど
行
く
と
、
左
側
の
山

す
そ
に

二
十
戸
た
ら
ず
の
人
家
が

点
在
し
て
い
る
荒
木
谷
と
い
う
所

に
着
く
。
こ
こ
か
ら
右
折
し
て
、

麓城

「

ふ
も
と
橋
」

を
渡
る
と
、
道
路

は
急
に
狭
く
な
り
急
傾
斜
の
登
り

道
と
な
っ
て
、
薄
時
い
林
の
中
を

へ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
約
二
回
続
く
。

や
っ
と
、
真
夏
の
青
空
が
前
方

に
見
え
車
上
の
林
が
消
え
る
と
人

家
が
見
え
は
じ
め
た
。
ひ
な
段
状

に
十
戸
に
満
た
な
い
家
が
並
ん
で

い
る
。
静
か
な
麓
の
集
落
で
あ
る
。

麓
の
山
里
は
、
江
戸
時
代
に
は

三
十
戸
程
度
の
集
落
で
あ

っ

た
と

い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
次
第

に
減
少
し
て
、
明
治
時
代
は

二
十

六
1

二
十
九
戸
、
大
正
時
代
は
二

十
戸
前
後
、
そ
し
て
昭
和
に
な
る

と
、
四
十
年
頃
ま
で
は
大
正
時
代

と
変
わ
ら
ず
、
四
十
年
以
降
減
少

し
は
じ
め
、
六
十
年
代
に
は
十
戸

ほ
ど
に
な

っ
て
い
た
。
今
は
、
わ

ず
か
六
戸
と
い
う
状
態
で
過
疎
化

が
急
激
に
進
み
、
淋
し
い
山
里
と

な

っ
て
い
る

。

と
こ
ろ
が
、
私
が
訪
れ
た
時
、

一
軒
の
家
が
建
て
始
め
ら
れ
て
い

た
。
誰

か
分
家
で
も
す
る
た
め
に

・
、
と
思っ
て
聞
い
て
み
る
と
、

町
外
の
方
で
将
来
こ
こ
に
住
む
と

い
う
こ
と
で
土
地
を
購
入
し
建
て

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
静

か
な
、
空
気
の
よ
い
自
然
の
中
で
、

余
生
を
送
る
人
だ
ろ
う
か
、
そ
れ

と
も

・
:
:
・
。

と
い
ろ
い
ろ
と
思
案

を
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

集
落
の
山
項
、
標
高
六
八
九

m

に
、
重
信
で
最
も
古
い
城
跡
が
あ

る
。
麓
城
(
別
名

一
十
門
城
・
重
門

城
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

城
主
は
、
南
北
朝
時
代
(
一
三
三

四
1

一
三
九
二
)
宮
方
を
奉
じ
た

加
藤
遠
江
守
と
い
わ
れ
て
い
る

。

ま
た
、
こ
の
城
に
は
得
能
左
馬
介

通
興
な
る
者
が
拠
っ
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

麓
集
落
の
人
は
、
今
も
ほ
と
ん

ど
加
藤
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
城

主
加
藤

一
族
と
の
つ
な
が
り
を
も

っ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

。
里

人
は
、
背
後
に
そ
び
え
る

古
城
跡

を
城
山
と
呼
ん
で
い
る

。

こ
の
城
は
、
自
然
の
要

害
を
利

用
し
た
山
城
で
、
そ
の
造
り
は
広

大
な
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
昭
和

六
十
一
年
夏
、
県
教
委
の
現
地
調

査
で
、
城
の
縄
張
り
の
細
部
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

山
項
の
本
丸
を
含
め

三
ッ
の
郭

(
戦
時
、
武
士
団
の
居
所
)
と
、
こ

れ
を
補
助
す
る
こ
ッ
の
腰
郭
。
そ

れ
ぞ
れ
の
郭
の
周
囲
に
積
み
あ
げ

ら
れ
た
土
塁
や
犬
走
。
敵
侵
入
を

防
ぐ
た
め
の
堀
切
や
立
堀
が
、
郭

の
周
辺
に
五
本
。
そ
の
他
に
井
戸

も
構
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
山

城
の
特
徴
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
の

城
構
え
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
築

城
年
代
や
、
歴
代
城
主
の

事
実
を

立
証
す
る
資
料
は
な
に
も
残
っ
て

い
な
い

。
そ

し
て
、
こ
の
城
は
不

思
議
な
こ
と
に
、
当
然
登
場
が
予

想
さ
れ
る
戦
国
時
代
に
、
そ
の
名

が
見
ら
れ
ず
、
和
田

一
族
(
岩
伽
羅

城
)
と
の
関
係
な
ど
も
不
明
で
あ

ヲ
。
。

重
信
史
談
会
員

和
田

「
重
信
の
あ
か
り
」
ロ
ビ
l展

-

た
き
び
に
よ
る
あ
か
り

.

油
に
よ
る
あ
か
り

・

ろ
う
そ
く
に
よ
る
あ
か
り

.
石
油
に
よ
る
あ
か
り

章

の
主
題
で
展
示
中
。
9

/
却
ま

で
。

珍
し
い
も
の
と
し
て
は
、

回
開
国

一
本
足
の
鉄
の
網

皿
の
上
に
「

こ
え
ま
つ
」

を
燃

や
し
て
、
手
も
と
明
か
り
と
し

た
道
具
で
、

室
町
時
代
か
ら
の

も
の
。

悶
悶
阻

小
型
の
石
の
台
皿

。

ど
う
し
て
も
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
夜
な
べ
仕
事
に
使
っ

た
、

江
戸
時
代
の
作
業
明
か
り

。

特
長
あ
る
も
の
と
し
て
は

回
自
国

は
そ
は
そ
と
し
た

明
る
き
で
し
た
が
、
庶
民
が
最

も
使
っ
た
も
の
。
重
信
町
江
戸

末
の
焼
き
物
の
窯
「

西
の
岡
焼
」

で
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
限
り
。



読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

雄
理
小
説
「
砂
の
器
」

東
京
の
蒲
田
、
終
電
車
が
出
た

あ
と
の
車
庫
の
中
に

、

顔
を
つ
ぶ

さ
れ
、
ボ
ロ
ぎ
れ
の
よ
う
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
一
個
の
死
体

。

だ
れ
が
、
な
ん
の
恨
み
か

ら
、

な
ん
の
目
的
で
、
こ
の
男
を
殺
し

た
の
か
。

推
理
小
説
に

「
社
会
」
を
導
入

し
、

「
人
生
」
を
写
し
だ
し
た
と

言

わ
れ
る

松
本
清
張

の
代
表
作
の

一

う
つ
わ

つ
が
、

「
砂
の
器
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
小
説
の
主
人
公
、
大
臣
の
娘

と
婚
約
中
の
新
進
作
曲
家
、
羽
賀

英
良
は
、
七
歳
の
時
、

「
ら
い
病
」

の
た
め
故
郷
を
捨
て
親
子
で
巡

礼

の
旅
に
出
た
父
親
が
病
に
た
お
れ

た
時
、
自
分
を
保
護
し
育
て
て
く

れ
た
恩
人
を
殺
す
こ
と
で
、
自
分

の
過
去
を
消
し
去
ろ
う
と
し
た
の

で
す

。

「
ら
い
予
防
法
」
は
、
ら
い
の
予

防
及
び
忠
者
の
医
療
と
福
祉
を
は

か
る
法
律
で
、
そ
の
基
本
に
、

患

11 

者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
的

取
り
扱
い
を
禁
止
し
た
法
律
で
あ

り
ま
す

。

主
人
公
羽
賀
英
良
が
、
自
分
の

過
去
を
ほ
う
む
る
た
め
、
第

二
、

第
三
の
殺
人
を
犯
し
た
の
は
、
社

会
に
、
「
ら
い
」

に
対
す
る
偏
見
が

強
く
存
在
し
て
い
た
か

ら

で
あ
り

ま
す

。

そ
の
偏
見
の
原
因
の

一
つ

に
は
、
ら
い
患
者
へ
の
国
の
政
策

に
も
あ
り
ま
し
た
。

夫
と
妻
と
親
と
そ
の
子
が
生
き
る

悲
し
き
病
世
に
無
か
ら
し
め

親
と
子
が
泣
き
別
れ
つ
る
峠
路
は

秋
さ
か
る
な
る
花
野
な
り
け
り

昭
和
十

三
年
出
版
さ
れ
た
小

川

正
子
の
検
診
記
行

「
小
島
の
春
」

は
、
当
時
の
社
会
通
念
と
し
て
、

強
制
的
に
療
養
所
に
入
れ
ら
れ
、

一
生
出
ら
れ
な
い
と
い
う
死
別
に

等
し
い
生

別
へ
の
悲
嘆
、
絶
望
を

表
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ら
い
病
(
ハ
ン
セ
ン
氏

病
)
は

一
生
治
ら
な

い
病
で

、

天
刑

病
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
学

者
ハ
ン
セ
ン
氏

に
よ

っ

て
発
見
さ

れ
た
ら
い
菌
は
、
結
核
菌
よ
り
も

は
る
か
に
感
染
力
が
弱
く
、
な
か

な
か
感
染
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
も
、
現
在
で
は
新
薬

が
発
見
さ
れ
て
、
完
全
に
治
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す

。

け
れ
ど
も
、
現
行
の
法
律
は
、

患
者
を
強
制
入
所
、
強
制
隔
離
す

る
た
め
に
作
ら
れ
て
お
り
、
病
気

が
治
っ
て
も
退
所
規
定
が
な
く
、

忠
者
の
人
権
上
か
ら
問
題
と
さ
れ

て
い
ま
す

。

ま
た
、
ら
い
病
に
対
す
る
恐
怖

心
は
、
ら
い
は
完
治
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
人
の

心
の
中

に
不
治
の
病
と
し
て
生
き
て
い
ま

す
。
そ
の
一
例
が
、
昭
和
五
十
六

年
、
秋
田
市
の
あ
る
主
婦
が
、
自

分
の
子
供
の
皮
膚
病
が
容
易
に
治

ら
な
い
た
め
、
ら
い
で
は
な
い
か

と
思
い
悩
み
、
子
供
を
殺
し
て
自

殺
を
は
か

っ
た
事
件
で
す

。

こ
の
よ
う
に
、
ら
い
に
対
す
る

恐
怖
を
必
要
以
上
に
根
深
い

も
の

に
し
た
原
因
は
、
患
者
を
療
養
所

に
閉
じ
込
め
る

「
外
出
の
制
眼
」

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
箸
察
官
に

よ
る

「
強
制
隔
離
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い

っ
た
、
ら
い
患
者
へ
の

人
権
無
視
の
取
り
扱
い
が

、
ら
い

は
恐
し
い
伝
染
病
と
い
う
誤
っ
た

印
象
を
植
え
つ
け
、
ら
い
に
対
す

る
偏
見
を
広
め
ま
し
た

。

本
年
四
月
、
日
本
ら
い
学
会
は

総
会
を
聞
き
、

ら
い

患
者
の
強
制

隔
離
等
を
定
め
た
「
ら
い
予
防
法
」

に
つ
い
て
、
「
医
学
的
根
拠
が
な
く

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」
と
決
議
し
、

「

ら
い
の
恐
怖
心
を
あ
お
る
の
を

先
行
さ
せ
た
の
は
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
重
大
な
誤
り

」

と
反
省
の

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

厚
生
省
は
現
在
、
同
法
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
ま
す

。

今
、
学
校
で
は
、

エ
イ
ズ
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
教
え
、
エ
イ

ズ
の
予
防
と

エ
イ
ズ
患
者

へ
の
偏

見
を
社
会
か
ら
取
り
除
く
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

。
私
た
ち
は
、

同
和
教
育
を
通
し
て
培
っ
た
人
権

感
覚
を
、
身
の
廻
り
の
、
あ
ら
ゆ

る
く
ら
し
の
中
に
生
か
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す

。野

第
三
国
人
権
講
座

九
月

二
十
日
附

午
後
七
時
三
十
分
l

町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

愛
媛
県
福
祉
部
同
和
諜

嘱
託
泉
勝
先
生

同
和
謀
に
二
十
年
近
く
勤
務
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
る
豊
富
な
体
験

を
持
た
れ
た
、
同
和
対
策
の
生
き

字
引
き
的
存
在
で
す
。

演
題
「

人
権
に
つ
い
て

回
匂
つ
こ
と
」

日
時

講場
師所

ト
阪m
H
じ

ι

松
山
工
事
事務
所
開
股
五
十
周
年抱念

十
月
八
日
目
十
時

番
町
小
学
校
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
順
延

-
コ
l

ス

A

句
会
七
キ
ロ
コ
l

ス
〈
定
員
三
十
名
V

俳
句
を
詠
む
/
ひ
ね
る

/
道
後
石
手
方

面
コ
ー
ス

B

ま
ち
か
ど
傑
険
十

一
キ
ロ
コ

ー

ス
I

〈
{-4
員
問
十
名
〉

カ
メ
ラ
で
キ
ヤ
ソ
チ
/
松
山
総
合
公
図

方
面
コ
ー
ス

C

ま
ち
か
と
保
険
十
キ
ロ
コ
|

ス
日

〈
{
客
員
四
十
名
〉

路
上
お
L

し
ろ
発
旧

制
隊
・
南
環
伏
線
方

而
コ
ー
ス

D

目
然
観
察
九
キ
ロ
コ
ー
ス〈

定
員
三
十
名
V

野
鳥
・

ム
虫
を
楽
し
む
重
信
川
下
流
方
面

コ
ー
ス

E

国
道
も
の
知
リ
十

三
キ
ロ
コ

l

ス

〈
{
疋
員
五
十
名
〉

新
旧
国
道
を

7

イ
ズ
で
楽
し
む
R

日
方

面
コ
ー

ス

-
参
加
資
格

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

・
参
加
費

無
料

-
申
込
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は

F
A

X

で
、
氏
名

(
小
学
生
以
F

の
方
は
、
保
護
者
氏
名
も

併
記
)
・

郵
便
寄
号
・
住
所
・
生
年
月
日

・

性
別

・

電
話
番
号
・

希
望
コ
ー
ス
{
第
一

・

ニ
希
望
ま
で
}
を
明
記

。

干
7
9
0

松
山

市
土
居
間
町
7
9
7

1

2

建
設
省
松
山
工
事
心
事
務
所

J
ωキ
ロ
ウ
ォ

l

ク

・
ラ
リ

l

事
務
局
。

F
A
X

七
二
l

三
八
三
九

-
締
切

平
成
七
年
九
月

二
十
日
嗣
必
着

(
各
コ
ー
ス
と
も
光
者
順
)

-
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所

含
ヒ

二
l

O
O
三
問
問
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問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
回
ー

一
五
O
O
附

お
気
軽
に

ど
う
玲
.
-

9月 1 8 日(月) 午後7時30分一

町民会館第1 ・ 2研修室
愛媛民俗学会会長 ・愛媛県文化財審議会会長

森正史先生
「忘失風物誌」

一蚊帳 ・ 広敷 ・ たのもさん一

蚊帳や広敷などによる、夏の夕涼み風景を見なくな
って久し い。

そこには、世間話という夏の宵の楽しい対話があ っ

たが、それも途絶えた。 秋一番を飾っ ていた「たのも

さん 」 の姿も見なくなった。

日常の暮らしの中のささや

かな文化現象を話題に、その

歴史と文化を考えてみたい。

入場料 無料

後援 重信町教育委員会

愛媛県文化協会

時
所
飾

題

日
場
講

演

cGJ ß 艶包 æB

6参

IIIJ内女性 (1[:即裁が田]内の方 も可)30名

10月一平成8年1 月

午前9時30分一 12時

町民会館(栄養指導室)

3 ， 000円(材料貨のみ)

松山シェフルール 高橋博子先生

10月 5 日 (村 ・ 1 9 日 (村

11 月 1 6 日 (木)、 12 月 14 日 (ね

1 月 18 日 (村

和 ・ 洋 ・ 中華

対象

期間

時間

場所

参加費

講師

日程

日時 10月 14 日出午後7時30分一
場所 町民会館大ホール

内容 クラシックギターコンサー卜

演 奏 松山クラシ ッ クギター協会 ・ 高知ギターコ ン

サートグループ会員(第20回ギター音楽大賞入賞)

牛島光春氏

入場料 無料

演奏曲目

-G. サンス作曲(イェ ペス編)スペイン組曲
- F ソ jレ作曲

モーツアルトの「魔笛」 の主題による変奏曲

-1. アルペニス作曲
セヴィリヤ

- 横尾幸弘作曲
、 さくら 々 変奏曲

-A. ピアソラ作曲
(L プローウェル編)

タンゴ 「天使の死」

その他 ,.,." 

骨内

「フォークダンス」
一一河内音頭 ・ カイザーレントラ一一-
9月 12 日 (刈午後l時30分

町民会館 大ホー ノレ

愛媛県レクリエー ション協会副会長

無料

重信町教育委員会

日時

場所

講師

参加費

主催

「女が変わるf

男が変わるf
祉会が変わる!J

一男女共同参画型

社会の実現のために一
長井哲朗先生

です........ -..... -..... -ー一一一一一一-「国際音楽の日」

9月 26 日(刈午後l時30分一

町民会館第l ・ 2研修室

重信町社会教育指導員

同省吾先生

無料

重信町教育委員会

一一一一一一一一一一一- 10月 1 日は、

時
所
師

受講料

主催

日
場
講



重傭町文化祭作品募集第31固
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今年の文化祭は、 11 月 3 日(翁から 5 日(日)にかけて町民会館を会場に行われます。

文芸大会への応募、美術展・菊花展への出品方法は、次のとおりです。ふるって応募・出品して下さい。

申込受付期間 10 月 9 日(月)-10月 16 日(月)

提 出 先町民会館内重信町文化協会事務局(重信町田窪2370)

〈俳句〉

o選者未定

o応募数 一人当季雑詠3句で未発表

作品に限る 。

o 備考 当日の席題は、一人2句以内で

未発表作品に限る。

〈短歌〉

o選者武市公子先生

0応募数 一人当季雑詠3首で未発表

作品に限る 。

< )11柳〉

0選者未定

0 宿題 「昔 J íやんわリ J í惚れる」

の3題のそれぞれに、 2句を投句する。

o 備考 当 日 の席題は、一人2旬以内で

未発表作品に限る 。

く申し込み方法〉

ハガキ等に、住所・氏名・電話番号を記

入し、町文化協会事務局へ提出。

〈出品種別〉

o水墨画綴又は軸表装

o絵画

0 書道 全紙以下で領又は軸表装(界j風可)

o 写真 四つ切り以上

o 手芸 ・彫塑 室内展示のできるもの

0陶芸

0華道 町内華道社中を]通じて募集

※児童生徒作品については、各小・中学校ごとに募集

〈出品資格〉

(1)町内在住者又は出身者 (2)町内勤務者及び通学者

〈出品料〉 無料(無審査)

〈申し込み方法〉

町民会館に置いである巾し込み:書へ記入し、 日I文化協会事

務局へ提出。

〈作品搬入〉

11 月 2 日(ね午前8時30分~正午まで
く作品搬出〉

11 月 5 EI (日)午後5時-9時
※不可抗力による損害については、責任を負いませんので

ご了承下さい。

〈搬入日〉

11 月 2 日附(出品者が町民

会館へ搬入)

〈内容〉

大輪菊・けんがい菊 ・ 盆栽

菊・切花菊等
〈賞〉

町長賞その他多数

〈申し込み方法〉

町民会館に置いである申

し込み喜一へ記入し、社会

教育課(森)まで提出。

『
重
信
の
自
然
』

冨
富
岡
コ
シ
テ
ス
ド

(
町
文
化
協
会
主
催
)

テ
l

マ
「

重
信
の
自
然
」

締
切

十
月
二
十
五
日
附

展
示
町
文
化

祭
(
十
一
月
三
日l

五
日
)
期
間
中

⑧
展
示
終
了
後
一
週
間
以
内
に
取

り
に
来
て
下
さ
い
。

サ
イ
ズ
等
キ
ャ
ビ
ネ

1

四
つ
切
ま

で
。
カ
ラ
l

・

白
黒
及
び
発
表
・

未
発
表
を
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
①
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
町
民
会
館
へ
提
出
。

②
入
賞
者
に
は
、
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

包
六
四

l

一
五
O
O
町
民
会
館
内
町
文
化

協
会
事
務
局
(
門
田
)
ま
で。

琴
伝
流
大
正
琴

名
古
屋
を
発
祥
地
と
し
て
八
十
年
の
歴
史
を
有
す
大

正
琴
も
私
達
の
身
近
な
楽
器
と
し
て
幅
広
い
年
代
層
に

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す

。

大
正
琴
と
い
え
ば
六
十
代
を
中
心
と
す
る
愛
好
者
が

す
べ
て
と

言
っ
て
も
い
い
程
の
年

齢
構
成
で
し
た
が
、

発
表
会
で
琴
伝
流
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
し
て
か
ら

若
い
方
々
が
参
加
下
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

私
達
の
中
予
支
部
に
も
三
十
代
か
ら
八
十
代
の
方
々

と
六
名
の
男
性
も
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
西
日
本
大
会
、

四
国
大
会
、
広
島
・
岡
山
県
大
会
と
大
勢
の
仲
間
と
い

っ
し
ょ
に
演
奏
旅
行

を
楽
し
み
な
が
ら
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
て

い
ま
す
。

「
聴
く
楽
し
み
か
ら

弾
く
楽
し
み
へ
」
グ

ル
ー
プ
が
で
き
ま
し

た
ら
町
民
会
館
で
第

一
土
曜
日
、
第
三
土

曜
日
、
午
後
七
時
半

か
ら
練
習
を
始
め
ま

す
。

あ
な
た
も
大
正
琴

を
始
め
て
み
ま
せ
ん

A
U
 

連
絡
先

森
カ
ホ
ル

石
丸
琴
弥

宮
六
四
|
三
五
七
五

宮
六
四
l

三
五
五
五
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ソフトボール愛好前期リーグ結果第22岡
部

6 5 4 3 2 l )1頃 l

横必 牛 t通 下 見 病 チ

三，.，忘、 F完

1剣 口 中本 ク
原 良

フ
ム

A A A A A フ 名

l l 3 5 6 6 勝

6 6 5 1 3 l 負
。 。 。 。 。 。 分

3 2 4 1 3 雨

部
6 5 4 3 ワ l )1 1員

ゴ= t通 上 上 回 招 チ， "-、

4季 括通 ;笠

口 中本 メ
)11 団

‘ J 
J..,. 

A B B I也 、y i也 名

2 2 2 3 4 6 勝

5 4 3 3 4 。 負

l l 2 2 。 2 分

2 3 3 2 2 2 雨

3 部

6 5 4 3 2 1 H頃

下 ゴコ 重 田 下 機 チ'じa、

i孝
窪

i可
コ中本
ス

H 
)1/ iヤ 原 J..,. 

モ

C B 学 ス B C 名

。 2 4 5 6 7 勝

8 5 4 3 2 2 負
。 。 。 。 。 。 分

2 3 2 2 2 1 雨

5 部
5 3 3 2 l )1頃

田 見 上 ノ f 八 チ

窪
奈 キf 反ノ f

ワ
/ 

良 春 地 J..,. 

ズ B 菊 ゲ B 名

l 2 2 4 8 勝

5 5 5 2 。 負
。 。 。 分

l 。 問

7 

部
6 5 4 3 2 l )1頃 |
南 1¥ 回 ア ~t チ |
野

jレ 養
圧l 反 イ
若 ノ〈

野
邑 卜 ム|ク 地 グ
フ

ロ /レ

名|ブ A 窪 ス ス 田

。 2 5 5 6 7 勝

8 6 4 2 3 2 負 l

。 。 。 。 。 。 分

2 2 l 3 l I 雨 l

2 部
6 5 4 3 2 1 )1頃

上 横 牛 西 上 チ

岡
I拘l
フ

林 1剃 ク イ
原

フ
ナ ム

A B B フ ズ キナ 名

l 3 3 5 6 7 11券
7 5 5 4 3 負
。 。 。 。 。 。 分

2 2 2 2 問

4 部
6 5 4 3 2 1 )1頃

牛 fí又L 医 新 愛 チ

十す ポ1/

決1) 字 ク ク

フ フ
ム

D 士義 昔日 フ' フ 橋 名

。 2 3 5 5 6 勝

8 6 2 3 2 。 負
。 1 2 。 2 分

2 3 2 2 2 雨

6 部

6 5 4 3 2 1 /)1国

西 バ温ít |壬| よド i二 弁 チ， "-、

媛 窪 i一世
1m 
ノ〈

j刈
イ銀 団 )1/ i主
ソ

IlTIJ 11 地 C / 名

3 3 3 4 5 6 勝

6 5 4 4 3 2 負
。 。 。 。 分

2 2 2 2 雨

8 

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
七
月
三
十
日
、
東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
後
援
の
も
と
重
信
中
学
校
野
球
場
ほ
か
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
二
十
二
チ
ー

ム
、
女
子
ミ

ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
は

二
十
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

。

4
『
下
林
A

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
ブ
ロ
ッ

ク

優
勝
下
林

A

準
優
勝
志
津

川
A

第
三
位
南
野
田

B

、
フ
ロ
ッ

ク

優
勝
樋
口

準
優
勝
上
林

第
三
位
田
窪
南

C

フ
ロ

ッ

ク

優
勝

準
優
勝

第
三
位

横
河
原
A

下
林
B

西
岡

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

A
フ
ロ

ッ

ク

優
勝

準
優
勝

第
三
位

B

フ
ロ

ッ

ク

優
勝

準
優
勝

第
三
位

下
林
A

北
野
田

下
林
B

八西上
反岡村
地
A 

下林A砂

企樋 口

‘横河原A
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忠の夏

八
月
三
、
四
日
に
、
わ
ん
ぱ
く

広
場
団
員
三
十
九
名
、
引
率
八
名

計
四
十
七
名
が
、
山
之
内
小
学
校
跡
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

一
泊
二
日
の
野
外
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
テ
ン
ト
張
り

・

水
遊
び
・

野
外
炊
飯
、

夜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l

・
花
火
を
行
い
ま
し
た
。

一
一
日
目
は
、川
で
魚
つ
か
み

・

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

な
ど

を
行
い
、
楽
し
い
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

。
ナ|

マ
ミ
ダ
l

ブ
ヤ
ナ
l

マ
ミ
ダ
。

八
月
十
四
日
夜
、
山
之
内
の
麓

地
区
で
お
盆
行
事
の

一
つ
で
あ
る

楽
頭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
に
昔
か
ら
伝
わ
る
念
仏
踊

り
で
、
か
つ
て
は
、
山
之
内
の
藤

之
内
・

大
野
・

御
所
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
こ
の

麓
地
区
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
貴

重
な
行
事
。

地
元
の
若
者
達
が
復
活
さ
せ
、

今
年
で
六
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

(
表
紙
写
真
)
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山
之
内
で
『
楽
頭
』

牛
測
の
浮
島
神
社
前
の
交
差
点

に
あ
る
緑
地
帯
の
花
が
ド
ラ
イ
バ
7
I

ー

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

日
目

こ
れ
は
、
す
ぐ
近
く
に
住
む

判

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
え
付

穴
コ

け
ら
れ
た
も
の
。

何
物

除
草
か
ら
は
じ
め
、
ペ
チ
ュ
ニ

h
p

ア
、
百
日
草
、
サ
ル
ビ
ア
、
イ
ン

コ
コ

パ
チ
ェ
ン
ス
、
マ
リ

l

ゴ
ー
ル
ド

劃

と
い
ろ
い
ろ
な
花
。

川
八

ま
だ
ま
だ
残
暑
は
厳
し
い
け
れ

初
氏

ど
、
ホ
ッ
と
す
る
空
間
に
な
っ
て

F
1

い
ま
す
。

八
月
十
一
日
、
「

重
信
町
戦
没
者

追
悼
式
」

が
町
民
会
館
で
お
ご
そ

か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

一ヴ
」

戦
後
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
重

ザ
」信
町
戦
没
者
四
百
九
十
一
柱
の
英

6
引
霊
を
お
迎
え
し
、
御
遺
族
四
百
四

主

十
名
と
、
各
界
か
ら
の
多
数
の
御

幻
来
賓
と
共
に
、
黙
薦
、
追
悼
の
こ

リ
州
と
ば
、
献
花
を
捧
げ
ま
し
た

。

必

御
霊
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、

V

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
と

マ
と
も
に
、
重
信
町
の
さ
ら
な
る
発

{
川
寸展
と
、
私
た
ち
の
恒
久
の
し
あ
わ

せ
を
祈
願
し
ま
し
た

。

也
飢
え
び

か
ん
つ

先
月
の
あ
る
と
て
も
暑
い
目
、

近
く
の
お
寺
へ
で
か
け
ま
し
た
。

境
内
に
あ
る
木
々
に
ふ
と
目
を

や
る
と
、
あ
ぶ
ら
ぜ
み
が
い
っ
ぱ

い
。
本
当
に
た
く
さ
ん
い
る
ん
で

す
。小

さ
い
頃
、
木
の
先
に
と
り
も

ち
を
つ
け
、
せ
み
を
追
い
か
け
て

い
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
や
、
か
ぶ
と
虫
も
ス

ー

パ
ー

で
売
ら
れ
る
時
代
。
都
会
で
は
、

大
く
わ
が
た
虫
が
一
匹
数
百
万
円

で
売
ら
れ
て
い
る
と
か
。
(
死
ん
だ

ら
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
?
信
じ
ら

れ
な
い
/
)

自
然
を
真
近
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
し
あ
わ
せ
な
ん
だ
ろ

う
な
と
フ
ッ
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
日
あ
る
方
か
ら

広
報
に
関
し
て
の
お
は
が
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
広
報

に
掲
載
さ
れ
る
も
の
の
場
所
を
示

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
ご
指
摘

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。
掲

載
す
る
側
は
知
っ
て
い
て
も
読
ま

れ
る
方
は
ご
存
知
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
「

読
む
側
に
立
っ

て
」

こ
れ
か
ら
気
を
付
け
ま
す
。

広報の早期配付にご協力下さい。
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戸
籍
の
窓

牛牛北志志 牛 上見 住
野 i章 i掌 1刀又、

j自iJ i拘l 田川川 i刻村良 所

*i也白藤山戒HE 石渡 {呆
回国石田本 丸部

護政邦彦 定 11頃 1尊敬祝 者弘治 俊司秋二二

~~"e;瑛?美ん京} ~才宰告芸Jづ3' 采やゐ津S奈通ヰ 出旭誠E帯jl!憂，.，イ圭;I 佳か 生
!尼

777  7 7 777  生
年月

30 25 20 19 18 15 14 13 日

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

八
月
+
日
ま
で
の
届
出
分

志田北芝、牛横田横志 住

i幸 野津 原河 j原可 i章
川窪田川洲 窪 川 所

菅都字板高杉平品明白芳 保野 橋岡野 賀戸之
護者手日宮 明公秀豊能内

久勉克彦茂男文面見亮

嵩ぷ リ有f y彩ネ愛;理。j 七; 春1 出

史ん， 陵 うょ 香n 瞳λ夏ヵ i毎ん穂11;毎ん 善彦会・ 主主
!尼

7 7 7 7 7 7 7 7 6 盆三

年月
8 8 7 7 6 6 5 5 27 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

牛忘北田上牛横下志志牛 住
j幸野 j可 j掌 j掌

i拘l 川田窪村湖J 1京林川川 j拘j 所

大豪別遠高前橋液製伊野 氏賢ヌ空富古島本部綾藤村
ルイヵ良二良勝定 一 誠信義 名
ヨ 子 コ議郎旭信雄両 一

76 64 78 83 74 61 64 59 86 81 82 
年
d寸』ヨ

88887  7 7 7 7 7 7 夢E
亡
σコ

9 9 6 1 29 29 24 17 16 14 3 日

七
月
二
十
三
日
夜
、
下
林
三

奈
良
神
社
で
氏
子
た
ち
に
よ
る

青
年
芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

四
回
目
と
な
る
今
年
演
じ
た

の
は
「

任
侠
吉
良
の
港
」
。

二
永

の
親
分
が
義
理
と
情
の
板
挟
み

に
な
り
恋
女
房
と
離
縁

。

シ
マ

を
取
ら
れ
た
義
兄
弟
の
た
め
出

入
り
に
向
か
う
が
、
返
り
討
ち

に
あ
う
と
い
う
話
。

地
元
内
外
か
ら
多
数
の
見
物

客
が
あ
り
、
プ

ロ

顔
負
け
の
演

技
に
暑
さ
を
忘
れ
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

日(躍) イ丁 事 名 時間 場所

1 (日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原合64-2411

おとしより健康相談室(要予約) ||114:00~16300|| 役町場民保健婦室
. ..司・ ・ ・ ・・・ー・h ・・"・・・・・・・・・・ーーーー，ーー. --~ ---・ ーー ー ー・・・ ..ーーーー

2 (~J) リハビリ教室 3: 30-15:3 会館
- ・ ーー ーー ・ ー ーーー---_.ー ・ ー ・.. 曲 ーーーー ー ーー』ーー 曲 ・・・・. _ _ .・ ・ ・・ ーー ーーーー

国民健康保険税第3期納期限

3 (刈
健診結果報告会

町民会館
(基本健診受診者)

9:30-11 :00 

4 (樹 健康づくリ料理講習会(カルシウム食) 10:00-12:30 牛 iq団地第2集金所

5 (柄

6 幽

7 (土) 獅子舞発表会

8 (日j
当番医西村内科 重信町志津川 ft64-2461
ー・ーーーー ー ーーーーーーーーー ー ー ーー一一 一 一一ーー一一ー一一 ー T ーーーーーーーーー õõ ] 由一 ーー

廃棄図書交換市 9:00-16:0 書 館

9 (月)

祝日のためごみ収集休みます。 13 自由に出して下さい。
ー ーー ーー ー ー ーー ー ・ ・・ーー - ー ・・・・・ 骨・ ー ー・・・『・・・・・ ・・・ ・ ・ ・・ー ・ーー ー ・ ーーー・・・ ー ー ・ー ー ー ー・， ー

10(刈
不燃物回収日
ー・ ー ー ーーー ー ー ーーーー・・ーーー ' ・ ー ・・・_ ..ー ー司・ .- -- -_宇 ・-- ---- - - - ----- ーー ー ー ー・・ーー

当番医宮内病院 松山市北侮本町 ft75-0091
ー ー ー ー ーーー ー-- - - ----ー ーー ・ ーー- - - - ー ・ーーーーー ー ー ー 岡島ー ー-ーー ー ー ，ー ー『 帽 『・画 事ー『 ・ ・ー --- -

肌ケ嶺一日登山

前立腺がん検診 (55歳以上の男性)
町民会館1l(7]¥) 

詳し く は6ページをご覧下さい。

離乳食学級
町民会館l3:30-15:00 

12(桐 (H7年6 月・ 7丹生まれの者)
ー ーー ・ ー・ーー ・ . - ー -- --・ーーーー司_ .. ーーーーー ー ーー ー ー ーー ーーー ー ー ー ーーー ーーーーー ーーー ー ー ーー

心配ごと相談 13: 00-15: 00 役場2階会議室

13(剣

14(土j

15(日) 当番医愛媛十全医療学院附属病院川内町南方合66-5011

16(月) おとしより健康相談室(要予約) 14: 00-16: 00 役場保健婦室

ポリオ予防接種
IIIT 民会館17(刈 (①7年Hl7 年 2 月 l 日 -6及月び3900日月②未H満6の年未7 月接l種EI者~)H 

14:00-14:30 
~13 1 A 生まれ

印刷 健康づく りスクール① 13:30-15:00 町民会館

乳児健康診査
~IT 民会館13:30-14:30 

印刷 (H6年 1 2 月 . H7年3月 ・ 6 月生まれの者)
_. 岨 ・- -- - 幽 - -- -- - ー ー ・ ー ・ ーー ー ー ・ ーー ーーーー・ . ー- - - --ー ー ー 曙 ・. -・・・ ・・ ・ ・ ・・・・ー

人権相談所 10:00-15:00 重信 PIT役場

20(翁 リハビリ教室 13:30 -15: 30 町民会館

2H土)

22(日)
当番医中川外科・内科 松山市南梅本町 ft76ー 7811

ー 一 一一一一一一一一 | 一 一一一 õõ] 国ー ー
廃棄図書交換市 9:00-16:0 書 館

23何) 健康相談(各地区)25 日まで

24 (刈

25(羽
不燃物lþj収日

信氏、; くいクール② 113:3õ二 i5:õõl~町民会合
26(ね 心配ごと相談 13: 00-15 :00 役場2階会議室

27幽

28(土) 粗大ごみ@l収日

29(日) 当番医 辻井循環器科・内科 重信町田窪 ft64-0013 

30(月)

開Tl県民税第3期 ・ 国民健康保険税第4期納期限
3 l(刈 ー ーー - ー . .-ー ー - ーーー ーーーーーー ・・ . .・ F ・ 帽----- ー，ーーー - .・ー ーー . ー』ーー ー 司 圃・ ー ・・・・ . - ・ -ー ー

水道使用料8 ・ 9月分

印刷四国電話印刷側⑤791-02 重信町大字志津川972番地 合 (0899)64 -200 l(代表)企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行
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